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Ⅴ アウトカム項目

グループホームえがおは、海老名駅前ロータリーからバスで15分の杉久保バス停近くの住
宅地にあります。グループホームは、民家を改造したもので、ハード面で制約されることもあ
りますが、ソフト面ではとても優れたサービスを提供する事業所です。
【優れている点】
＜利用者の積極的な社会参加の支援＞利用者が地域の一員として自信を持って暮らせる
ような社会参加の支援をしています。例えば、海老名市主催の案山子祭に全員で案山子を
作り出品したり、市民音楽会、隣の座間市の民謡発表会などに、歌や踊りの練習成果を舞
台で披露するなど、市民との交流に努めています。この取り組みで得た数々の表彰状をリビ
ングに飾り、利用者の自信につなげています。
＜利用者の残存能力の維持と発揮＞グループホームには、衣類や床屋、庭、レクリエーショ
ン、買い物などの担当あります。各担当職員は年間の活動方針と利用者への関わり方を決
め、利用者の力に応じた役割が検討されています。食堂には、その役割分担表が掲示さ
れ、利用者が自主的に役割を果たせるように支援しています。台所仕事や掃除、畑作業、
荷物もちなどで利用者の力を引き出しています。
【工夫している点】
＜お風呂が利用者の楽しみ＞このホームでは、週5日の入浴日にほとんどの利用者が入浴
しています。職員にとって週5回の入浴当番は大変な仕事と思われますが、「ゆっくり入って
貰おう」と言う発想で始めた週5日の入浴は、利用者にとって楽しみの一つとなっています。

本人の居場所作り・・『なぜ私はここに居るのか』ある利用者の言葉である。『ここ
にいていいのか』と毎日確認される方もいます。利用者は『ここにいる意味』を問い
かけそして確認されているのです。私たちは、其の度にあなたはえがおにとってどの
ように大切な人であるか、だからずーっとここにいてほしい事をきちんと伝え、ここ
にいる事の意味を確認して頂いています。それが居場所作りにも繋がるからです。心
身ともに安心して生活してほしいのです。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

グループホームえがお 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営理念の中の一つである『各人が役割を
持つ』とは『一人ひとりが安心できる居場
所作り』と捉えており一人ひとりに役割が
あり、其の役割を表に明記する事で自分の
役割を確認して頂いています。年度始め
に、理念の内容を確認し思いを共有してい
ます。

「明るい笑顔こそ　最高の良薬」の法
人の理念を全員で共有し実践するた
め、年度初めに一人ひとりの思いを確
認し合っています。それを判りやすい
言葉で行動指針としてまとめ、ホーム
のサービスのあり方として共有し実践
に努めています。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

天気の良い日は、毎日の散歩週２回の買い
物、庭仕事等の中で会えば挨拶したり等す
ることで自然な形で地域に溶け込んでいま
す。今回2回目となるえがお祭りには、近隣
の方等にちらしを持って挨拶に伺い、参加
をお願いしてます。

近隣の方から消防訓練への参加や緊急
連絡先になって貰い、庭先を避難場所
に提供してもらうなどの協力を得てい
ます。地域の方々へはホームの「えが
お祭」への参加を呼びかけなどして、
ホームの認知度向上にも努めていま
す。

　

年3回発行している『えがお便り』から『え
がお』存在、目的を発信し認知して頂き其
の便りの中で、介護相談を明記していま
す。近隣の方から何かあったら相談できる
から安心してるとの言葉を頂いたり実際に
訪ねてこられたり見学の希望を受けたりし
ています。

　

『えがお』の方針、目的、運営理念、年間
の取り組み等を報告しています。自治会長
の方から、『えがお』で参加できる催し、
地区の防災訓練日等の情報を受け参加した
りしています。

今年度の運営推進会議は２回開催して
います。基準省令の「地域との連携」
で示されているまでには至っていませ
ん。会議メンバーの出席も厳しい状況
となっています。

運営推進会議の運営方法につい
ては、介護保険の保険者である
市に相談と協力を求め、ホーム
の状況報告や話し合いが円滑に
行われるような会議の体制を再
構築し会議運営方法の見直しが
必要と思われます。

市主催の案山子祭りへの出品、市民音楽祭
の参加等、『えがお』の日常の延長上で日
頃の成果を発表し認知症という病気があっ
てもなんら変わりなく生活していることを
社会に発信しています。

市の担当者とは事務的なこと以外はあ
まり関わりがありません。ただ、市主
催の案山子祭や市民音楽祭には、利用
者と一緒に案山子を作ったり、歌の練
習をして、成果の発表の場として参加
しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

県が発行してる「高齢者・家族の心に耳を
傾けるケアをめざして」の手引書から虐待
の定義を学び虐待が見過ごされないように
職員間で意識統一を図っています。言葉遣
いには特に気を付け感情的にならないよう
に注意をはらい対応しています。

面会等で来訪された時は、他利用者の中に
一緒に入って頂く事で家族同士では見えな
い事等また意見が言いやすい雰囲気を考慮
しています。

家族が来所した際には、職員も中に入
り、雑談の中から要望、意見を引き出
しています。飛行機に乗せたいという
家族の要望で、家族旅行を実現させた
例もあります。また、施設全体への要
望は、年1回の系列ホームと合同の家
族会において把握しています。

利用者家族、本人の入所に対する不安、自
責の念、葛藤等の思いをしっかり受け止め
る事、受け入れる職員も其の思いを共有し
双方が納得した形で入所できるように努め
ています（契約まで１ヶ月要）

居室や玄関に鍵を掛ける事の弊害は十分理
解しています。が不穏となり鍵をガチャガ
チャして出ようとする、他居室に入り込み
収集、放尿等の状況時はプライバシーの配
慮と危険防止のため施錠をしています。

利用者が市中を徘徊し警察や地域の方
のお世話に成ったことが数回ありま
す。毎日の散歩や気分転換の外出をす
るように努めていますが、建物が見守
りや所在確認のしにくい構造のため、
玄関などの施錠はやむを得ない処置と
して行われています。

管理者自身が身体拘束に関する
外部研修を受講し、身体拘束を
しないケアへの取り組みを推し
進めようとしていますが、職員
も定期的に受講されることが期
待されます。

成年後見制度についての資料は常時閲覧で
きるように準備してある。必要に応じて学
びたいと思っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

研修等の情報を職員が興味を持ち意欲を高
める為に、目につく所に掲示しています。
県主催の介護基本講座は、順番に受講して
おり、２次研修も実地しています。

月１回のミーティング（職員会議）等で意
見交換をしてる。必要に応じて個人面談を
実施しています。

ケースカンファレンスや研修を兼ねた
月1回のミーティングにおいて、職員
で意見交換をし、情報や意識の共有を
図っています。今回の外部評価におい
ても個々の職員が記入したものを話し
合ってまとめるなど、職員間で話し合
う土壌が育っています。

今後は介護カンファレンスや勉
強会を別にするなどの検討事項
を実践し、話し合いの時間を十
分に確保することが期待されま
す。

年に１回、同業者との相互訪問研修に参加
し意見交換することでサービスの質、意識
を高める取り組みをしてます。同列のホー
ムとは、月１回交流会を行い利用者、職員
同士の交流を図っています。

行った事、対応したことの評価をするこ
と。感謝とねぎらいの言葉掛け等をしてま
す。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

「えがお」の運営理念、日常生活と取り組
み年間計画等を細かく説明し要望を聞き取
り、納得されたら体験入所へと一つ一つ段
階を踏んで信頼関係を築いています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

同上

直ぐ利用したいのか、今後利用したいの
か、そもそもグループホームとは何なのか
等等相談内容を見極め本人が必要としてい
る情報を提供したり支援をしてます。

毎朝の掃除、洗濯、家事全般は、利用者と
職員とで役割分担しながら一緒に行いま
す。最後のモップ、雑巾洗いも利用者の方
がやって下さいます。『皆でやると早くて
楽しいしきれいになってさっぱりした気分
になれるね』とは利用者の言葉です。

年３回の大きなイベント時は、会場設営、
盛り付け、片付け等を家族に手伝っても
らったり、楽しい事（いちご摘み、紅葉狩
り等）を企画した時に声を掛けたり、面会
時は、一緒の場に入って頂き他利用者との
交流を援助しています。

親しくしていた方等々の来訪時は、少しお
しゃれをして頂き職員が少しの間場を取り
持つ等の雰囲気を大事にした援助をしてい
ます。利用者が行っていた神社の祭りに参
加した時は、顔見知りの方から、何人も声
を掛けら其の方の今までの交流の広さに驚
かされる場面にも合いました。

職員は日常の会話の中から、馴染みの
関係や場所の把握に努めています。利
用者と昔住んでいた地域を実際に歩い
て、住んでいた家を探したこともあり
ます。友人や昔の仲間等の訪問の際に
は、関係が継続するよう場を取り持つ
等の支援もしています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

気の合う方或いは、話が合う方達の席が近
くなるように配慮しています。場がもてな
い様子の利用者に対しては、仲間に入り易
いような雰囲気を職員同士で作っていま
す。

骨折された方の次のサービスへの相談、情
報提供をしています。住まいが変わった方
の所に仲の良い利用者と一緒に何回か面会
に行ったりしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

何気ない会話の中に、本人の想いをキャッ
チするように努めています。夫が体調を崩
され来訪できない時は、こちらの方から自
宅に会いに行き、思いがけ無い事と大層喜
ばれたりしました

日常の生活の中で、好きなことや大切
にしていることなどを職員が丹念に聴
き取り、要望や想いを把握していま
す。「映画が好き」という声から、職
員と一緒に時代劇の映画を見に行った
などの例があります。

利用開始時に、本人、家族そして担当の介
護支援専門員から、今までの経過等の細か
い部分までの情報収集しその内容を職員間
で共有することで新しい生活にスムーズに
入れるようにしてます。

日々の様子、変化、本人が発する言葉
等々、個人記録に記録することで現状を把
握し職員間で共有しそれを介護計画書に活
かしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

個人記録から解決すべき問題点、対応の仕
方等々が見えてくる。それを月１回のミー
ティング時に意見交換をしながら介護計画
に反映しています。

職員全員で利用者の日々の様子を観察
し、気づきを記録しています。毎月の
ミーティング時には利用者一人ひとり
の課題について話し合い、モニタリン
グし、必要ならば見直ししています。
計画を見直す際は、家族に説明し、意
向を確認しています。

身体機能等の変化に応じて、より本人の現
状に添った対応であるか意見交換しながら
対応法を検討し介護計画書の見直しを行っ
ています。

定期通院は、家族に依頼しているが緊急時
等は、家族に確認しながら受診、送迎等の
支援を行っています。

市社会福祉協議会にボランティアを依頼
し、週１～２回定期的に来られ外出買い物
援助、楽器演奏に合わせて一緒に歌を歌っ
たりと楽しんでいただいています

月２回往診を依頼しています。其の中で必
要に応じて専門機関等への受診へ繋げる等
の適切な医療が受けれる体制となっていま
す。

かかりつけ医への受診は、協力医への
受診と同様に、受診時の情報提供など
を行い支援しています。受診結果につ
いても、家族からの報告やかかりつけ
医への直接確認などをしています。必
要な場合には、送迎や付き添いを行っ
ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

日々の生活の中で、身体機能の変化等を記
録し往診時に報告することで早い処置が受
けれる体制になっています。（認知症の進
行状態を報告する事で職員は看護師からの
指導を受けることができた）

骨折等されて入院の場合、階段の寸法、写
真等の情報を伝えリハビリ内容に役立てて
もらっています。また帰れる条件等を双方
で確認し合い早い退院に向けての協力をし
ています。

身体機能の重度化してきている場合等、随
時家族へ報告、或いは実際にホームに来て
いただいて本人の様子を確認してもらい今
後の対応について話し合っています。その
内容等は全職員に報告し共有してる。

建物の構造面から、車椅子の利用や寝
たきりになった場合には退去をお願い
するとホームページに書かれています
が、昨年2件ほど、終末期のあり方に
ついて家族と話し合い、重度化や看取
りと変わらない対応をしています。

災害対策の点からホームの移転
または新築が検討されているよ
うですが、重度化や終末期に向
けた対応が可能になるような検
討も期待されます。

事故或いは急病が発生した場合についての
マニュアルを作成し対応の確認が出来る様
にしてる。消防署から講師を依頼して応急
手当の指導を受講しています。

利用者が避難できる方法を身につける方法
として年４回（５，８，１１，２月）に消
防避難訓練を実施しています。実施後は、
反省点等を話し合い「報告書」にまとめ次
回に活かしています。

災害対策については、建物の構造面や
スプリンクラーの必要性など強い危機
感が持たれています。年4回の避難訓
練も夜間想定訓練や救急救命法の実技
講習など多面的に実施され、近隣から
も避難場所の提供や手助けの実質的な
協力を得ています。

職員の反省会での真剣な意見交
換の様子が、訓練報告書で読み
取れます。職員から出された改
善要望や問題点の解決に向けて
取組まれることを期待します。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人ひとりの訴え、発する言葉に耳を傾け
共感し想いを受け止める対応をしていま
す。発する言葉から本人の状況を判断し其
の方に添った援助、声賭けを行っていま
す。

他者からの"口撃"でプライドを損ねな
いよう席決めに配慮したりして、一人
ひとりに自信を持っ貰えるような支援
をしています。プライバシーに関して
も、ホーム便りの写真掲載や舞台で歌
う市民音楽会出場などには、予め家族
の了解を得ています。

普段から会話が出来る空間を大事にしてい
ます。お茶等呑みながらの何気ない会話の
中から本人の想い、不満等をキャッチする
ようしています。行動に入る前に説明し納
得して頂いてから行動に移してます。

毎朝のコーヒータイム時に当日の予定を伝
えます。其の中で何に参加したいか希望を
聞く対応をしてる。また一人ひとりの体
調、言動を観察し其の方に添ったペースを
大切にした対応をしています。

一人ひとりの好みを観察し理解しており其
の方に添った支援をしています。馴染みの
理容店を利用し、髪の長さ等自分の意見が
言えるように支援しています。

食事の時間は一番大事であると捉えてる。
３度の食事は勿論、利用者、職員と全員が
揃うまで待ち一緒に頂いている。野菜を
切ったり盛り付け等とそれぞれに出来る事
に参加できる場面を支援してます。

全員がテーブルに揃うまで待ったり、
待ってもらったりして、利用者同士の
一体感を培うとともに、調理や盛り付
け、配膳などを職員と協力する共同生
活の営みを支援しています。また週1
回、全員で楽しみの「おやつ作り」が
企画されています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事摂取量にバラツキのある方は、毎食の
摂取量を記録しその記録から原因を探る等
の分析をしています。また尿量が少ない場
合は、水分量をチェックし水分が摂れる工
夫（砂糖湯、スポーツ飲料等）をしていま
す。

毎食後、歯磨き或いは口腔ケアの援助をし
ています。洗面所の場所が分からない方、
磨く行為が理解できない方等一人ひとりの
能力に応じた支援をしています。義歯の方
は週２回洗浄漂白を支援しています

排泄チェック表に記録し、パターンを把握
する事で援助をしてます。誘導時は
『ちょっと手伝って下さい』等の声賭けを
し本人のプライドを大事にした関わりをし
ています。

排泄はプライドの塊ととらえ、排泄
チェック表での声掛けや誘導には細心
の気遣いをしています。入所したばか
りなどは、不安や緊張感が頻尿や失禁
につながることもあり、本人のプライ
ドを保つため、職員は排泄パターンの
把握を重視しています。

落ち着きが無い、食欲が無い、イライラし
てる、水分は摂れているか等々の利用者の
日々の様子を観察し記録しています。毎日
のラジオ体操と散歩、風船バレー等誰もが
参加できる場面を作っています。

週5日の入浴日を設けているが殆んどの方
が、毎回入浴を楽しまれています。仲の良
い方同士一緒に入浴される方もいます。

週5回の入浴回数は、1日に2～3人を、
お風呂にゆっくり入ってもらおうと考
えて始められました。しかし、今では
全員が毎回入浴されるようになってい
ます。そして利用者は、身体を洗う事
より、お風呂を楽しまれるようになっ
ています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

夜間不眠であった方、午前中外出で疲れて
いると思われる方等状況に応じて自室に案
内し休んで頂く援助をしていますその際
ゆっくり休めるようにカーテンを閉め少し
暗くするなどの工夫をしてます。

『薬服薬一覧表』の中に使用してる薬の目
的や副作用等を明記しておりいつでも確認
できる体制になっています。定期の受診時
の変化、薬の変更等は、日誌に記録し全職
員に周知しています。

出来る事探しからそれぞれに役割を担当し
てもらいそれを『役割担当表』に記載する
ことで確認してもらい生活に張りと自信を
持っていただけるような支援をしていま
す。

１０時のコーヒータイム時に、今日の予定
を説明し、買い物、調理、散歩等の中から
一人ひとりの希望に添っての同行支援を
行っています。映画が観たいとの希望から
職員と2人で時代劇を観に行ったりと支援し
てます。

外出は、天候や利用者の体調などに左
右されますが、体力維持や役割の作業
をするため、皆で楽しみながら散歩や
畑作業、外食などで外へ出ています。
また参加型の屋外活動としては、市主
催の案山子祭や音楽会へ、出品や出場
で参加しています。

毎月２千円の小遣いを預かり其の中で外食
したり、歯磨き粉、湯のみ茶碗等の小物を
必要に応じて自分で好きなもを選んで購入
できるように支援しています。紅葉狩り,お
祭り時も、個人でお金を持ち好きな物が買
えるよう支援をしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

家族からの電話は、状況が可能ならば本人
に代わり、話が出来る場面の設定、利用者
からの電話の希望に対しては番号を押す等
の援助をし話せる場面を支援しています。
暑中見舞い、年賀状等の支援もしていま
す。

玄関等に季節の花を飾ったり季節に添った
図案を用意し塗り絵等を楽しみそれをリビ
ングの壁に貼ったりする事で季節を感じて
もらえる工夫をしています。外食、行事等
の写真を貼りそれを見ながら話題も膨らん
でいます。

1階のリビングはサンルームと続いて
おり、明るく快適な環境となっていま
す。壁には習字や塗り絵などの作品の
他に、案山子祭や市民音楽祭の写真と
入賞の表彰状を飾っています。庭には
野菜や柿木が植えられ、収穫を通して
季節感も味わえます。

１階２階の共有空間（リビング）を編み物
をする方、塗り絵を塗る方、会話を楽しむ
方等々思い思いに過ごせる居場所作りを工
夫しています。

自宅で使用していた寝具、箪笥、ソファ等
の持込寝る前は本を読む習慣の方は本を沢
山持参、壁には家族との写真を貼ったりと
見慣れた物に囲まれたその人らしい居室に
なっています。

認知症の度合いや状況に合わせて住み
やすい環境作りを支援しています。室
内には大切な人形やタンス、家族の写
真など様々な馴染みの品が持ち込まれ
ています。また、室内や廊下の掃除
は、自分でしたり職員と一緒に取り組
まれたりしています。

段差のある所には、目立つ色のテーピング
で知らせたり手すりの設置と安全性と本人
の機能を大事にした関わりをしています。
危険箇所には『危険』と表示し回避する工
夫をしています。
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　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム　えがお

目標達成計画 作成日：　平成２3　年　３　月　　28　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議の開催頻度が少ない。出席者も
少ない

運営推進会議の開催を、２３年度は年２回から
３回に増やす  。家族、地域包括支援センター
等からの出席を依頼する

開催する日時を決めて、年間行事予定表に組み込
む。5月開催時のお知らせ時に、年間の予定を明
記する。行事等の時に合わせて行なってみる １２ヶ月

2 13

年４回の避難訓練を実施し其の反省会での改
善箇所等の意見が解決に向けて取り組んでい
ない。誰がやるか明確でない

意見が出たときに担当者を決め直ぐに解決に
向けて取り組む

洗面所前が、昼間でも薄暗い事から、３月中に誘
導灯の設置を依頼した・・・・・担当　三浦

１ヶ月

3 7

現状のミーテング（職員会議）は、業務の検討、
行事の打ち合わせ、ケースカンファレス等盛り
沢山であり全てに中途半端の感がある

ミーテング時の内容の見直しとケースカンファ
レスを切り離して日時を設定する

月１回のミーテング・・・第一水曜日　１３：００～１６：００
①検討、報告、伝達事項・・・２時間
②ケースカンファレス・・・１時間
＊必要に応じて家族の同席を依頼

１２ヶ月

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


